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正徳十八番　波丸杜若錦
せいとくじゅうはちばん　なみまるかきつばたにしき

総絵羽の錦織打掛。和歌などに詠まれ、古くから愛さ
れてきた杜若は江戸時代の衣裳にも多くみられる模様
です。錦織特有の落ち着きのある質感とボリューム感
が奥行きを感じさせる一枚です。

SHIRO-101 ￥170,000

SHIRO-102  ￥170,000

四季山水
しきさんすい

光沢のあるサテン地に、平刺繍や相良刺繍、駒刺繍など、繊細な技法・テクニックで、桜・
牡丹・百合などをあしらいました。優麗で豪華な風情があふれた美しい白無垢です。

新 作

新 作
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香雲桜花紋

新 作

こううんおうかもん

純白の地に白の陰影で満開の桜模様を織り上げた人気の打
掛です。ほんのり浮かぶ淡い桜色が花嫁の初々しさを表し
て、嫁ぐ日にふさわしいお衣裳です。

SHIRO-103 　￥150,000
筥迫 はこせこ
鏡・懐紙・紅・お守りなどを入れる「筥迫」は、
古の女性たちの、いわば化粧ポーチのよう
なもの。今は、女性としての身だしなみと
心遣いを象徴して、胸元にそっと納めます。

花嫁の小物

花嫁 5点セット　￥10,000

黒紋付き・仙台平袴／白無垢・綿帽子
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角隠し tsunokakushi

綿帽子の始まりは、防寒などの目的で真綿（絹の綿）
を頭に被るように形作った被り物でした。
現在のような形になったのは江戸後期のことですが、
武家社会の婚礼衣裳として白無垢にのみ用いられまし
た。
白無垢に真っ白な綿帽子のお支度は、清純・無垢を表
し、現代の花嫁にも憧れの装いとなっています。

角隠しは、江戸時代には揚げ帽子とも呼ばれていまし
た。防寒用の綿帽子の両頬に垂れる部分を、髷の後ろ
に揚げたことが揚げ帽子の由来です。
女性の晴れ姿には必ず使われ、寺社へ参詣する時にも
被った様子が浮世絵等に描かれています。女性が旅す
る時の塵よけとしても用いられていました。
花嫁の角隠しは、表が白色、裏は紅色の帯状の布で、
前髪を覆って後ろへ回し、二つ折りにして髷の後上で
留めます。
花嫁支度の総仕上げとして、気持ちの引き締まる瞬間
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

綿帽子 wataboushi

SHIRO-104　￥120,000

SHIRO-105　￥120,000

SHIRO-106　￥120,000

SHIRO-107　￥120,000
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新 作

縫い取り掛下　撫子
ぬいとりかけした　なでしこ

日本女性の清楚な美しさを表す撫子を、金糸、銀糸で豪
華に縫い取りました。打掛姿を一層華やかに彩ります。

帯・筥迫・懐剣も撫子の縫い取りで揃え
た伝統的で上品なコーディネイト。

オーガンジーの帯を合わせた斬新で現代的な
コーディネイト。

HIKI-201 　￥170,000

5 点セット　￥10,000

へアドレス・帯飾り一式　￥20,000
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HIKI-202

HIKI-203 

HIKI-204

HIKI-205

￥150,000 ～ 200,000

こちらの引き振袖の下見には、
ご予約が必要です。
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四季折々の花々を、瑞々しさと華やかさをそのま
まに、ふっくらと豪華に織り上げた総絵羽柄の打
掛です。

白地に束ね熨斗模様を大胆に配置したうえに
花模様をあしらった上品で豪華な打掛です。

IRO-301　￥120,000

扇子　せんす

扇子は、扇の要から端に向かって広がる末広が
りの形から「末広」とも呼ばれ、未来に広がる
幸せを願って、おめでたい時に必ず用いられて
きました。また、先方を敬う最高の礼を表す時
にも扇子を使います。

花嫁の小物

懐剣　かいけん

「自分の身は自分で守ります」という決意を込
めて懐に潜めた小刀。時代は変わっても、結
婚生活を守りますという思いは変わらないで
しょう。懐剣を身につけるときは、花嫁として
「決意の瞬間」ともいえます。

花嫁の小物

花嫁 5点セット　￥10,000

花嫁 5点セット　￥10,000

IRO-302　￥120,000

Le Chatlet Collection
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黒地に飛鶴と四季の花々。
御殿の庭園を思わせる柄行。
上部は重ね衿が入り、元禄様式の
豪華な打掛です。

IRO-304　￥100,000

IRO-303　￥100,000

IRO-305　￥100,000 IRO-306　￥100,000

IRO-307　￥100,000

地毛で結いあげる半鬘

半鬘の上にご自分の髪で仕上げますので、生え際が
自然で美しく仕上がります。

自然なはえぎわが美しい日本髪
です。

後ろたぼは舞妓風に、可憐さを
強調しています。

今、テレビで話題の和髪です。
ご自分のはえぎわを生かして
日本髪を結いあげます。
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桜
花
爛
漫

IRO-201 ￥120,000

掛下　￥30,000

オーガン箱ぼうし　￥20,000 オーガン打掛　￥70,000

秋
山
錦
繍

野外のフォトウェディングも承ります。

ヘアドレス／染の花　￥10,000



18 19

黒菱紋付・ぼかし袴

「紋付に袴」というスタイルは、歴史的には江戸時代から見られるものですが、
和装の第一礼装とされたのは明治に入ってからです。時代によって格の捉え
方は変化しますが、現代では、新郎様の紋付は、最も格の高いとされる五つ
紋になっています。
組み合わせは、黒の正絹羽二重の着物・羽織に仙台平の袴が主流でしたが、今
はそれに加え、新郎様の趣向、花嫁様の衣裳、式場のシチュエーションに合
わせて、さまざまなバリエーションからお選びいただくことができます。
ぜひ、新郎様も花嫁様とご一緒に、晴れの日の衣裳選びをお楽しみください。

グレー紋付・グレー袴　

￥70,000 ～￥100,000

白菱紋付・ぼかし袴
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